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郷土料理 (8/2)

〇五目飯
（鶏肉・人参・ごぼう・干し椎茸

・かんぴょう・絹さや・刻み海苔

・油揚げ・紅生姜・錦糸卵）

〇茄子といんげんの油味噌

〇苺ババロア

〇味噌汁（ほうれん草・花麩）

土用の丑の日に「うなぎ」を食べる

のは定番ですが、「う」の付くものを

食べると縁起が良いとされています。

今回は、「うなぎ」、ウリ科の「冬瓜」

「西瓜」と、縁起が良い食品を盛沢山

にして、入居者様にお出ししました。

「うなぎが美味しい」「ひつまぶし丼の

タレがたっぷりで満足です」「西瓜が

甘ーい」など、とても好評でした。

土用の丑の日 (7/24)

ひつまぶし丼（鰻・錦糸卵・絹さや）

炊き合わせ（冬瓜・花型人参・オクラ）

白菜の即席漬け

フルーツ（スイカ）

お吸物（舞茸・三つ葉）

五目飯のかんぴょうは、カリウム、食物繊維が

豊富で、栃木県が日本の生産で全国１位です。

油味噌は、栃木県で8月初旬から９月初旬、稲

の収穫を控え無事に豊作を祈って作ったとされ

ています。

入居者様からは「五目飯に色々な具が入ってい

て凄く美味しい」「油味噌が甘辛くって、とても

美味しいから、先に全部食べちゃったよ」と、喜ん

でいただけました。

管理栄養士 矢作
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